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日本の秋から冬への季節の変化を捉える学際的指導法の
開発（初冬の時雨に注目した附属中学校での実践）
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Abstract 
An interdisciplinary study plan on the seasonal transition from autumn to winter around the Japan 
Islands and the “seasonal feeling” associated with the shallow convective rainfall “Shi-gu-re” in that 
stage expressed in the Japanese classic poems called “Wa-ka” was developed, through a lesson study at 
junior high school.  In that study plan, special attention was paid to the seasonal evolution of the larger-
scale systems from autumn to winter, such as the Siberian air mass and the Siberian high, and the relation 
to the cold air intrusion into the Japan Sea and the Japan Islands.  According to the analysis of the lesson 
practice results, students seem to understand that the winter-type weather pattern becomes dominant 
around November, together with the features of the intermittent rainfall in the winter-type pressure 
pattern called “Shi-gu-re” expressed in the “Wa-ka”.  However, necessity of further improvement of 
the study plan was pointed out, so that the students can understand more exactly the role of the seasonal 
development of the Siberian high and Siberian air mass in the climate around the Japan Islands. 
Keywords: Interdisciplinary collaboration between climate and cultural understanding education, 
Climate environment around Japan, Transition from autumn to winter around Japan, 






































加藤(晴)他 2013；加藤・加藤 2005, 2006, 2011, 2014a, 
b；加藤・加藤・逸見 2009；加藤・加藤他 2011；加藤・
佐藤他 2011；加藤他 2012；加藤(内)他 2013；加藤他
2014；加藤他 2015；加藤・加藤・三宅他 2017；加藤・
加藤・大谷他 2017,加藤他 2019, 等）。 
これらの取り組みの中で，加藤・佐藤他（2011）は，






















六）の全 422 首の中で 35 首にのぼる（参考までに，
古今和歌集〜新古今和歌集について同様にカウント






































































第 1 図 秋に温帯低気圧・移動性高気圧が交互に通過す
る事例に関して，気象衛星画像を横長の短冊上に切り取り
























第 2図 『気象年鑑 2009』（気象庁監修，気象業務支援セ
ンター刊行）に掲載された毎日の天気表の色塗り作業の結
果（10～12月）。上から順に各月 1日〜末日の，また横方向





22 加藤内藏進・西川紗里・中倉智美  
2.2 取り上げた和歌について 




















































































そこで，気象庁 HP の JRA-25 アトラスの月平均地
上気温分布図から（1979〜2003 年の平均），東アジア





























































































第 5 図 新古今和歌集の秋歌(上)〜冬歌の途中までについて，詠まれている素材を記載して和歌の番号順に並べた表の
中で，「嵐」が記載されたセルを黄色，「木枯」を紫，「木の葉」を橙，「時雨」を水色，「紅葉」をピンクで着色し，更に，
セルの背を極端に低くして全体を表示した。 




























































第 2表 生徒による授業後のワークシート記載内容（受講者数 21人）。類似した記述内容についての人数を示す。なお，
それらの中の記述例も，個別に幾つか示した。 
 
（質問項目 1）色塗りをした天気表を見ると，12 月は 10 月と比べてどのような天気の違いがありますか。
新潟と東京との違いにも注目して書きましょう。 
●新潟と東京の天気の違いを指摘した記述（8 人） 
●10 月と 12 月の違いに着目しながら，二つの地点の天気の違いを指摘した記述（11 人） 
・10 月は雨の量が同じくらいだったが，12 月は新潟の降水量の方が東京よりもとても多い。 
（質問項目 2）11 月の新潟と東京の色塗り作業をしてみた結果，10 月と 12 月，どちらに似ているでしょ
うか。また，そう見えた理由も書きましょう。 
●12 月（理由なし）（8 人） 




（質問項目 3）10 月から 12 月の気温の変化と，天気表の色塗り作業の結果を比べながら，11 月頃の天気
の特徴についてまとめなさい。 
26 加藤内藏進・西川紗里・中倉智美  
●天気パターンについての記述（10 人） 
























・10 月ころからとくに寒いところ（-15℃以下）が出だしたので 10 月頃から発達する。 
●11月頃（6 人） 
・11 月からシベリア高気圧が急激に発達，それと同時に冷たい風がだんだんと強くなる。 
●10～11 月頃（10 人） 







・10 月と 12 月の気候を足して 2 で割ったものかと思っていたが，実際は 12 月よりだった。 
・小さめの雲が，ぽつぽつと日本の周りにある。 
●新たな疑問点が生まれた（6 人） 
・なぜ 10 月と 11 月にはすごく差があるのか知りたい。 
 
質問項目①では，新潟と東京の違いを指摘した記述，








































た生徒は 1 名しかいなかった（その 1 名に関しては，






















る。」といったような 11 月に注目した記述や，「10 月














































月頃に急成長し，10 月に比べて 11 月に日本に寒気が
吹き出しやすい大気場に変化する。このように，「シ





































































とする ESD 学習プラン開発の学際研究」（平成 23〜
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